
①子育て支援 全国トップクラスへ

②復興・ジェンダー   誰ひとり取り残さない

③物価高騰対策 全国に先駆けて推進

市町村と
連けい　たっそ知　

　事で大きく前進

今年8月から

高校卒業ま　
　で

2019年8月

小学卒業ま　
　で

2016年8月

就学前ま　
　で

子ども医療費
現物給付
窓口立て替え払いなし

2020年8月

中学卒業ま　
　で

所得制限なしに
第2子か　

　ら無料

岩手県
１１年間実施

20県立病院体制で
コロナ入院患者約7割対応

3歳未満の
保育料

低所得の
高校生

在宅で育児する世帯へ月１万円助成

ＬＰガス料金（一般家庭）
値上がり分約半額補助
飼料高騰へ補助
●乳牛１頭あたり１万円
●配合飼料購入1トン2千円

児童手当支給する世帯に
県市町村で
1人3万円給付
●対象約14万人

東日本大震災
被災者の医療費免除

被災から再建し、コロナ対応
全国1位 県立病院数

２０２３年度
補正予算
49億円

台風19号災害（2019年11月）
県独自で支援

●11年目は非課税世帯で実施。
●宮城県は2年間（2013年4月から）
で医療費免除を打ち切り。

●パートナーシップ制度、岩手県が指針
策定。市町村の導入促進をあとおし。

●県内大学、県内就職の場合は返済免除

全壊・大規模半壊に
300万円

温室効果ガス（ＣＯ２）
2030年まで削減目標

岩手
 57％

秋田
 54％

山形・福島・宮城
50％

青森
51％

ジェンダーギャップ指数 
岩手県は経済分野で５位

「所得向上」言うが、
最賃引き上げに反対

自民も賛成した請願・意見書
「私学助成充実」に反対

「県民の所得向上」「一人
当たりの県民所得を全国
比に対して過去最高水準」
（基本政策）というが、「最低賃金引き上
げ」の請願に４度反対。

国の政治にもの言えず

医療切り捨て、被災者に冷たい

「国との連携」（基本姿勢）を打
ち出し、悪政持ち込みか。

被災者と県立病院を守るたっ
そ知事とは真逆です。

●原発汚染水の海洋放出方針の
撤回（2022年2月議会）
●防衛費ＧＤＰ２％以上に大幅
増額に反対（2022年6月議会）
●消費税インボイス制度実施凍
結または中止（2022年9月議会）
●減らない年金制度の実現（2019
年6月議会）

●「東日本大震災被災者の医療費
窓口負担の免除」（2021年6月議会）
●公立・公的病院の「再編・統合」
に反対し、地域医療の拡充（2019
年12月議会）

15万円
奨学金給付

右
の
請
願
に
反
対

右
の
請
願
に
反
対

2019年12月議会で出された「私学助
成充実」の請願と意見書に反対。

2022年度は2度

自民・公明がささえる

千葉じゅんこ前県議は…

●「東京から新幹線ですぐ行ける、人混み
なく歩いて、回れる宝石的スポット。」

希望郷いわて 世界から注目、環境まもる
ニューヨークタイムズ
「2023年に行くべき52か所」
ロンドンにつぎ、盛岡市が2番目

●ワクチン接種率――３回目は全国３位、　
４回目は２位、５回目は１位。
●コロナ累計感染者数（10万人あたり）全国最下位。
（5月8日現在）


